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呟き

い
つ
も
心
に花束

を

　

一
年
の
締
め
括
り
に
、
毎
年
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
の
大
き
な
花
束
を
抱
い

て
や
っ
て
来
る
友
が
い
る
。
い
ろ
ん

な
御
歳
暮
を
戴
く
中
で
も
、
こ
の

贈
り
物
は
格
別
に
嬉
し
い
。「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
に
溢

れ
た
七
本
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
々

を
、
私
は
家
中
に
飾
っ
て
回
る
。
玄

関
、
仏
壇
、
リ
ビ
ン
グ
が
芳
し
い
香

り
に
包
ま
れ
て
、
幸
せ
を
感
じ
な
が

ら
新
年
を
迎
え
る
。
日
々
の
暮
し
で

さ
さ
く
れ
た
心
が
修
復
さ
れ
て
ゆ
く

時
間
で
も
あ
る
。

　

私
の
誕
生
日
に
、
大
病
を
し
た

四
年
前
か
ら
必
ず
花
束
を
届
け
て

く
だ
さ
る
ご
夫
婦
が
い
る
。
既
に
両

親
を
亡
く
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

親
代
り
の
よ
う
な
そ
の
方
達
は
、

五
十
歳
を
疾と

う
に
過
ぎ
て
恥
ず
か

し
が
る
私
を
そ
っ
と
戒
め
て
こ
う
言

わ
れ
る
。「
こ
の
一
年
、
あ
な
た
の

命
が
あ
っ
た
事
に
お
め
で
と
う
。
頑

張
っ
た
ね
」
と
。
そ
の
深
い
思
い
に

絶
句
し
て
、
差
し
出
さ
れ
た
美
し
い

花
束
を
胸
に
受
け
取
る
。

　

生
花
は
永
遠
の
命
を
持
た
ず
、

束
の
間
輝
い
て
は
や
が
て
枯
れ
て
ゆ

く
。
そ
れ
で
も
私
達
は
愛
を
込
め
て

花
束
を
大
切
な
誰
か
に
贈
り
、
時

に
は
笑
っ
て
胸
に
抱
く
。
百
花
繚
乱

の
力
を
花
束
に
し
て
己
の
感
情
を
伝

え
合
う
。い
つ
も
心
に
花
束
を
掲
げ
、

い
つ
も
心
に
柔
軟
剤
を
振
り
掛
け
て

た
お
や
か
に
生
き
た
い
。

　

私
は
今
ま
で
い
く
つ
花
束
を
贈
ら

れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
二
〇
二
〇

年
、
今
度
は
私
の
番
、
親
愛
な
る

人
々
に
勇
気
の
花
束
を
届
け
て
ゆ

き
た
い
。
今
年
、
私
は
年
女
、
還

暦
を
迎
え
る
。　
　
　
　
　

  

蓉
子

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
県
道
熊
本
高
森
線
「
俵
山
ト
ン

ネ
ル
ル
ー
ト
」
が
３
年
半
ぶ
り
全
線

開
通
し
た
。
地
震
で
ト
ン
ネ
ル
が
崩

落
し
道
路
も
寸
断
、
ト
ン
ネ
ル
は
復

旧
し
て
い
た
が
橋
の
架
け
替
え
や
補

修
工
事
が
終
わ
り
全
面
復
旧
と
な
っ

た
。

　

さ
っ
そ
く
仲
間
を
誘
い
俵
山
峠

（
７
０
０
ｍ
）
か
ら
登
山
開
始
。
今
日

は
久
し
ぶ
り
の
好
天
で
、
朝
の
冷
え

込
み
で
霜
柱
を
見
な
が
ら
高
度
を

上
げ
る
と
左
手
に
阿
蘇
山
が
見
え

る
。
そ
の
後
は
平
坦
と
な
り
ス
ス
キ

が
原
を
通
り
杉
山
の
斜
面
を
登
り

き
る
と
、
目
前
に
俵
山
が
そ
び
え
立

つ
。
こ
こ
か
ら
が
最
大
の
難
所
で
高

低
差
１
０
０
ｍ
の
壁
を
30
分
程
登
る

と
、
よ
う
や
く
俵
山
着
と
な
っ
た
。

　

今
日
の
山
頂
は
大
パ
ノ
ラ
マ
で
前

方
に
阿
蘇
五
岳
の
「
心
に
響
く
大

き
な
風
景
」
が
あ
っ
た
。
広
川
町
か

ら
参
加
の
お
嬢
さ
ん
は
「
頑
張
っ
て

登
っ
て
来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
、

元
気
が
出
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。

　

今
回
の
全
線
開
通
が
熊
本
の
観

光
再
生
に
つ
な
が
る
と
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。八

女
文
化
連
盟
写
真
部 　

樋
口
清
人

命に感謝 ～ブロイラー解体実習～ 
八女農業高等学校

　生物利用科の１年生は、毎年１０月よりブロイラーの雛の飼育を
開始し、１２月末に解体実習を行います。
　３３名の生徒達は８班に分かれ､ 毎朝・夕の２回、当番でエサや
りや給水、観察を行い大事に育ててきました。
　今年の雛は例年よりも順調に育ち､ なかには体重が５㎏を超える
大物もいたため、生徒達は解体に手こずっていました。
　今回の解体実習では、初めてのことばかりで生徒達は戸惑うこと
もありましたが、「命を大事にする」「いただきます」「生き物に感謝」
の意味を十分に理解し、生きるために大切な実習を体験しました。

２月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
４日（火）、７日（金）、14 日（金）、18 日（火）、21 日（金）、25 日（火）
販売時間は、10 時 30 分～ 12 時 30 分です。

● 更年期障害 
　更年期はギリシャ語で “Climacterium” といい、そ
の語源はハシゴの横木という意味の言葉から生まれ
たものです。
　ハシゴの縦木が人生の成長をあらわすとすれば、
これまでスイスイと伸びてきた一生が、ここらでちょ
いと一休み、というのが横木の意味です。
　そして、この横木にとりすがって密かな休息をと
りながらも、きたるべき初老へ対処する時期、これが更年期というわけです。
　この更年期は女性の場合、女性ホルモンを分泌している卵巣の機能低下と
いうことで始まります。卵巣の働きが弱まると、そのコントロールセンター
で監督所である脳から性腺刺激ホルモンと呼ばれるものが分泌されるように
なります。
　脳を本店、卵巣を支店とするならば、支店（卵巣）の業績不振に対して本
店（脳）は、性腺刺激ホルモンという監励斑を送ってくるわけです。
　しかし、働きが弱った卵巣は一向に言うことを聞かず、もはや十代、二十
代のように女性ホルモンを活発に分泌することはできません。
　かくして、この女性ホルモンの不足を補うために自律神経系、なかでも交
感神経が過敏になります。この女性ホルモンの失調→自律神経の過敏、とい
う理由によって引き起こされる症状こそが「更年期障害」です。
　更年期の女性が気が変わりやすく、憂うつそうにしているかと思うと、す
ぐに興奮し出したり、記憶力の低下を訴える。また、その一方で、めまい、
動悸、耳鳴り、発汗、顔の火照り、のぼせなどといった種々雑多な症状（不
定愁訴）を訴えるのは、このためです。
　いずれにせよ四十代前半から後半にかけての女性が、この種の症状をあら
わすことは生理の基本なのですが、その症状は環境や心理的な理由によって
も、大きな影響を受けるものです。
　そこで夫たるもの、妻の更年期という余波をある程度かぶるのはやむを得
ないとしても、それを最小限に抑えるための努力は、やはりすべきです。な
ぜなら、その努力が更年期の波を小さくし、ひいては男性諸氏の幸せにも繋
がることなのですから……。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市大島

山下　節子

　

絵
手
紙
は
、
下
手
で
良
い
、
下
手
が
良
い
と
の
や
さ
し

い
言
葉
に
誘
わ
れ
て
、
書
き
始
め
て
十
数
年
。
教
室
の
皆

さ
ん
が
持
ち
寄
っ
て
下
さ
る
画
材
の
自
然
な
色
、
形
は
本

当
に
素
晴
ら
し
く
、
い
つ
も
睨
め
っ
こ
で
す
。
雑
念
の
多

い
中
、
こ
の
時
ば
か
り
は
夢
中
に
な
り
、
没
頭
出
来
る
一

番
好
き
な
時
間
で
す
。
な
か
な
か
思
う
様
に
出
来
な
い
作

品
で
も
、
知
人
に
送
り
、
喜
こ
ん
で
も
ら
え
る
の
は
何
よ

り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
教
室
の
お
仲
間
と
の
交
流
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。
大
坪
先
生
の
魔
法
の
筆
先
に
も
感
動

で
す
。
筆
を
持
て
る
事
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

自
分
の
思
い
を
自
由
に
表
現
出
来
る
趣
味
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

畜魂碑に合掌 　丸鶏の体重測定

俵山ルートが全面復旧
俵山（1095m）2019/12/09


